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納
涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
出
店

納
涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
出
店
��

青年部
　

Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年
部
（
半
田
佑

介
部
長
）
で
は
、
７
月
22
日
と
23

日
の
２
日
間
に
お
い
て
、
道
の
駅

コ
ス
モ
ー
ル
大
樹
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
大
樹
町
商
工
会
が
主
催
の「
納
涼

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
に
出
店
を
し
た
。

　

今
年
で
10
年
目
と
な
る
出
店
と

な
り
、
10
名
の
部
員
が
協
力
の
も

と
「
ア
イ
ス
サ
ン
デ
ー
」
を
販
売

し
た
。

　

初
日
は
肌
寒
く
雨
が
降
っ
て
お

り
、
来
場
者
も
少
な
く
売
れ
行
き

は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
が
、
２

日
目
は
雨
も
上
が
り
、
来
場
者

も
増
え
た
こ
と
に
よ
り
売
れ
行

き
は
上
々
で
あ
っ
た
。

　

餅
ま
き
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

髙
松
理
事
、金
曽
理
事
、藤
内
尾

田
支
部
長
が
コ
ス
モ
ー
ル
の
屋

根
上
か
ら
餅
を
ま
き
、
集
ま
っ

た
多
く
の
来
場
者
た
ち
は
飛
ん

で
き
た
餅
を
楽
し
そ
う
に
キ
ャ

ッ
チ
し
て
い
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
は
部
員
も
楽

し
く
交
流
し
来
場
者
も
笑
顔
が

多
く
み
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
。

出店風景出店風景

餅まきのようす餅まきのようす

す
ず
ら
ん
会

す
ず
ら
ん
会
日
帰
視
察
研
修
旅
行

日
帰
視
察
研
修
旅
行

―
―

恵
庭
方
面

―
―

女性部
　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
（
山

下
陽
子
会
長
）
は
、
７
月
11
日
、

視
察
研
修
旅
行
を
３
年
ぶ
り
に
日

帰
り
で
実
施
し
た
。
会
員
９
名
、

子
供
１
名
が
参
加
し
、
視
察
先
は

ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
北
海
道
２
０

２
２
が
開
催
さ
れ
て
い
る
恵
庭
市

へ
向
か
っ
た
。

　

視
察
先
の
え
こ
り
ん
村
「
銀
河

庭
園
」
で
は
ロ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
が

協
賛
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
約
５

０
０
０
株
の
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え

て
い
た
。
庭
園
は
バ
ラ
の
香
り
に

包
ま
れ
華
や
か
で
優
雅
な
雰
囲
気

を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
出
来
た
。
ま

た
、
銀
河
庭
園
の

中
を
走
る
ト
レ
ー

ラ
ー
に
乗
り
15
分

ほ
ど
、
え
こ
り
ん

村
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
草
花
や
、

ア
ル
パ
カ
、
牛
模

様
の
羊
な
ど
を
観

時
間
の
自
由
行
動
で
各
自
食
事
を

取
り
、
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。
参

加
者
は
久
し
ぶ
り
に
仲
間
と
の
会

賞
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
札
幌
北
広
島
へ
移
動
。
２

話
を
楽
し
み
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

感
染
防
止
対
策
と
し

て
は
、
空
間
除
菌
が
さ

れ
て
い
る
バ
ス
で
間
隔

を
空
け
て
の
乗
車
、
手

指
の
消
毒
な
ど
を
徹
底

し
た
。

　

今
後
の
す
ず
ら
ん
会

は
、
11
月
に
「
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
」
を
予
定
。
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生
活
健
康
講
座
開
催

生
活
健
康
講
座
開
催

女性部

多くの方々に利用していただきました多くの方々に利用していただきました

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

大
樹
Ｓ
Ｓ

大
樹
Ｓ
Ｓ

LINE
公式アカウント
会員募集中！
QRコードで友だち登録‼

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
姉
﨑
美
紀
部
長
）
は
、

７
月
19
日
農
協
２
階
の
会
議
室
を
会
場
に

生
活
健
康
講
座
を
実
施
し
、
18
名
が
参
加

し
た
。
講
師
に
大
樹
町
役
場
嶋
田
明
氏
を

招
き
、「
災
害
へ
の
備
え

－

洪
水
編

－

」

を
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
１
時
間
ほ
ど
講
座

し
た
。
災
害
発
生
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
令

　

Ｊ
Ａ
大
樹
町

燃
料
課
セ
ル
フ

ス
タ
ン
ド
で
は
、

７
月
27
日
に
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

当
日
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
マ
ス

ク
を
着
用
し
た

職
員
に
よ
る
誘

導
や
Ｂ
Ｏ
Ｘ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
の
配

布
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
毎
週

水
曜
日
に
行
っ

て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
特
売
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
も
重
な
り
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

販
売
実
績
は
、
来
客
台
数
７
４

２
台
、
販
売
量
は
１
８
，
４
２
７

Ｋ
Ｌ
（
ガ
ソ
リ
ン
１
６
，
５
０
２

Ｋ
Ｌ
、
軽
油
１
，
９
２
５
Ｋ
Ｌ
）

と
な
っ
た
。

和
３
年
５
月
に
変
更
に
な
り
、
災
害
発
生

の
危
険
度
と
、
住
民
が
と
る
べ
き
避
難
行

動
を
わ
か
り
や
す
く
５
段
階
に
設
定
さ
れ

た
こ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
４
以
上
は
必
ず
避
難
が
必

要
だ
が
、
避
難
所
ま
で
移
動
す
る
こ
と
が

危
険
で
あ
れ
ば
、
避
難
所
に
限
ら
ず
、
知

人
宅
や
親
戚
な
ど
の
家
に
避
難
す
る
。
ま

た
、
外
に
出
る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、

垂
直
避
難
（
２
階
へ
避
難
）
で
も
良
く
、

避
難
と
は
難
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
と
説

明
を
受
け
た
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
も
避
難
所

へ
連
れ
て
行
く
こ
と
が
原
則
（
同
行
避
難
）

と
さ
れ
て
お
り
、
リ
ー
ド
や
ケ
ー
ジ
も
可

能
な
限
り
携
行
す
る
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
減
災
※
を
家
族
で
考

え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。」
と
話
し
て
お
り
、

防
災
意
識
が
向
上
し
、
充
実
し
た
講
座
と

な
っ
た
。
ま
た
、
女
性
部
員
が
各
行
政
区

で
避
難
所
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う
、

定
期
的
に
講
習
な
ど
を
行
な
っ
て
い
く
。

※�

減
災
と
は
…
被
災
者
の
体
験
か
ら
い
か

に
被
害
を
減
ら
す
か
の
事
前
対
策

　

例
・
家
具
を
固
定
す
る

　
　

・�

高
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
か
な
い　

な
ど

講師の嶋田明氏講師の嶋田明氏講座のようす講座のようす
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挨拶する川原会長

年金
友の会

第第
3535
回
組
合
長
杯
争
奪

回
組
合
長
杯
争
奪

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

大
会
開
催
��

　

７
月
26
日
、
第
35
回
組
合
長
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
健
康

増
進
と
親
睦
を
図
る
た
め
、
高
齢

者
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
室
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初

の
消
毒
、
１
㍍
以
上
間
隔
を
空
け

る
、
昼
食
時
間
は
黙
々
と
食
べ
る
、

食
事
が
終
わ
っ
た
ら
マ
ス
ク
を
し

て
会
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
日
一

日
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
開
会
挨
拶
。
坂
井
組
合
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

  

愛
澤
忠
雄
審
判
長
よ
り
注
意
事

項
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
選
手
を
代

表
し
て
、
前
年
優
勝
チ
ー
ム
主
将

丹
羽
晃
さ
ん
の
選
手
宣
誓
に
よ
り

競
技
が
開
始
さ
れ
、
各
チ
ー
ム
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

心
者
ま
で
６
チ
ー
ム
、
36
名
が
出

場
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
川
原
和
夫

年
金
友
の
会
会
長
か
ら
「
総
会
後

の
初
め
て
の
年
金
友
の
会
の
行
事

で
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
個
人
プ

レ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
っ
て
、
勝
っ
て
も

良
し
負
け
て
も
面
白
い
ゲ
ー
ム
と

な
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
依
然
と
し
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
手
洗
い
、
手
指

　

優
勝
の
栄
冠
は
昨
年
に
引
き
続

き
丹
羽
チ
ー
ム
に
輝
い
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

優　

勝　

丹
羽
チ
ー
ム

　
　
　
　

丹　

羽　
　
　

晃

　
　
　
　

八　

巻　
　
　

武

　
　
　
　

丹　

羽　

登
美
子

　
　
　
　

中　

原　

照　

子

　
　
　
　

山　

本　

昭　

雄

　
　
　
　

吉　

本　

靜　

榮

準
優
勝　

長
谷
川
チ
ー
ム

　
　
　
　

長
谷
川　

德　

男

　
　
　
　

西　

尾　

照　

子

　
　
　
　

山　

川　

和　

子

　
　
　
　

田　

中　

登
志
子

　
　
　
　

菊　

地　

タ
ツ
イ

　
　
　
　

細　

田　

耕　

一

第
３
位　

愛
澤
チ
ー
ム

　
　
　
　

愛　

澤　

忠　

雄

　
　
　
　

萩　

原　

敏　

夫

　
　
　
　

藤　

谷　

正　

代

　
　
　
　

上　

田　

邦　

雄

　
　
　
　

内　

藤　

智
江
子

　
　
　
　

小　

林　
　
　

浩

優勝　丹羽チーム優勝　丹羽チーム

丹羽さんによる選手宣誓丹羽さんによる選手宣誓

坂井組合長の始球式坂井組合長の始球式

試合のようす試合のようす

準優勝　長谷川チーム準優勝　長谷川チーム 第３位　愛澤チーム第３位　愛澤チーム
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７
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
大
会
議
室
に
お
い
て
、
株
式
会

社
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
佐
藤
和
彦
氏
を
講
師
に
若

手
職
員
９
名
が
参
加
の
も
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
行
わ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
第
10
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
の
中
で
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
・
実
現
に
向
け
た
若
手
職
員
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
強

化
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
第
１
回
目
と
な
り
、
参
加
者
に
は
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
開
催
に
あ
た
っ
て
太
田
専
務
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
若

手
の
職
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
将
来
農
協
の
運
営
に
携
わ
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
中
で
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
日
々
皆
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
組
合
員
や
町

民
に
と
っ
て
便
利
に
な
る

こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
角
屋
参
事
の

講
話
が
あ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
佐
藤
氏
に
よ
り
取
り

進
め
ら
れ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全

７
回
行
わ
れ
、
次
回
は
８

月
19
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　SDGs の取り組みの一環（グリーンカーテン）で６月

３日に女性部エルダーミセスが植えた「朝顔」が信用共

済部の窓側でぐんぐん伸びている。直射日光を遮り、エ

アコン使用を減らすことで、CO2削減や節電対策を目指す。

真剣な若手職員たち真剣な若手職員たち

グリーンカーテン作成中グリーンカーテン作成中 綺麗に咲きました綺麗に咲きました��

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
��

　

７
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
て
66
名
の

職
員
が
参
加
の
も
と
、
農
協
事
業
広
域
推
進

大
会
と
と
も
に
防
犯
講
話
が
行
わ
れ
た
。

　

広
尾
警
察
署
生
活
安
全
係
佐
藤
係
長
を
講

師
に
迎
え
、
特
殊
詐
欺
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
係
る
防
犯
対
策
、
ど
う
い
っ
た
流

れ
で
特
殊
詐
欺
が
行
わ
れ
る
の
か
な
ど
実
際

の
電
話
の
録
音
音
声
を
流
し
わ
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
た
。

　

特
殊
詐
欺
の
対
策
と
し
て
は
、
詐
欺
グ
ル

ー
プ
は
証
拠
が
残
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
う
た

め
、「
録
音
し
て
い
ま
す
」
等
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
流
れ
る
電
話
に
変
え
る
、
家
族
間
で
合

言
葉
を
決
め
て
お
く
な
ど
の
手
段
が
有
効
で

あ
る
と
話

し
て
い
た
。

　

今
回
の

講
話
を
受

け
、
防
犯

意
識
の
向

上
、
犯
罪

の
未
然
防

止
に
向
け

職
員
一
同

業
務
に
励

ん
で
い
き

た
い
。

講話のようす講話のようす

防
犯
講
話

防
犯
講
話

ああささががおお日日記記
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　秋まき小麦の収穫が７月27日から始まり、

８月１日に収穫を終えた。

　今年は６月からの日照不足、多雨の影響もあ

り平年作を下回る収穫が予想される。

大樹だいこん撰果風景大樹だいこん撰果風景小麦の収穫が終了小麦の収穫が終了��

撰果作業のようす

【広尾警察署　２－０１１０】

広尾警察署よりお知らせ

〜９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」〜

秋の全国交通安全運動
知らせ合う　早めのライトと　反射材

秋の全国交通安全運動が９月21日から９月30日の期間で実施されます。

〜交通事故防止のポイント〜
○ドライバーの皆さんへ
◦交差点での安全確認を徹底しましょう

◦対向車や前車がいない時は、ハイビームを活

用しましょう

◦運転前に同乗者のシートベルト、チャイルド

シートの着用を確認しましょう

○歩行者の皆様へ
◦道路を横断する前にしっかり左右を確認しま

しょう

◦夜間に歩いて外出する際は、明るい色の服を

着たり、持ち物に反射材を付けましょう

　「大樹だいこん」の出荷作業が昨年より13日遅

い７月19日より始まった。

　撰果場には、生産者から持ち込まれた大樹だいこ

んがコンテナから洗い場に流され、葉とヒゲをカッ

トしたあと、大勢の従業員によって撰果される。

　撰果された大樹だいこんは10kg に箱詰めし、予

冷され本州の市場に出荷されるほか、「浅漬大樹だ

いこん」の原料となる。

　「浅漬大樹だいこん」の取りまとめは組合員を対

象に年２回行われ、一般販売分はフクハラ、ダイイ

チ、マックスバリューなどの店舗で購入することが

できる。

　４年度の作付面積は２戸17ha となり、農産販売

課の高橋担当は、「近年にない７月雨天の影響で収

穫量・品質ともに状態が悪く、現在は出荷が安定せ

ず取引先への対応に苦慮している。今シーズンは相

場高値が見込めることから、今後の状態回復に期待

したい。」と話している。

　９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」です。運転者、歩行者ともに交通ルールやマナーを

守り。交通事故死ゼロを目指しましょう。
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農
場
の
規
模
拡
大
に
伴
い
、
外
国
人
技

能
実
習
生
（
以
下
、
実
習
生
）
の
受
け
入
れ

人
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
実
習

生
の
多
く
は
酪
農
に
関
す
る
知
識
や
経
験

が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
言
葉
や
文
化
が
異
な

り
ま
す
。
声
か
け
の
遅
れ
や
一
瞬
の
不
注

意
に
よ
り
農
作
業
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
常
作
業
に
潜
む
事
故
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
予
防
に

向
け
た
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

酪
農
に
お
け
る
事
故
率
の
高
い
作
業
は

「
搾
乳
作
業
」
と
「
牛
追
い
作
業
」
で
、
と

く
に
牛
に
「
蹴
ら
れ
る
」、「
踏
ま
れ
る
」、

「
挟
ま
れ
る
」
こ
と
に
よ
る
怪
我
が
大
部

分
を
占
め
ま
す
。
牛
の
行
動
は
環
境
や
状

況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
、
経
験
の
浅

い
外
国
人
技
能
実
習
生
に
伝
え
る
の
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。
農
場
に
備
え
ら
れ
た
安

全
対
策
や
事
故
を
予
防
す
る
技
術
を
伝
え
、

実
習
生
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

 １ 

つ
な
ぎ
飼
い
牛
舎
に
お
け
る
搾
乳
作

業
に
つ
い
て 

（
１
）
つ
な
ぎ
飼
い
牛
舎
で
は
、「
牛
の
乳

頭
を
布
き
ん
で
拭
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
牛

が
急
に
足
を
上
げ
て
き
た
の
で
か
わ
し
た

が
、
体
制
を
崩
し
右
手
を
つ
い
た
。
そ
の
右

手
に
牛
の
足
が
の
っ
か
り
右
薬
指
を
負
傷

し
た
。」
や
「
作
業
服
（
つ
な
ぎ
）
の
股
下

を
牛
に
踏
ま
れ
、
両
膝
に
負
荷
が
か
か
り

足
を
骨
折
し
た
。」
な
ど
の
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。 

（
２
）
搾
乳
作
業
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト
と
目
的
を
伝
え
ま
し
ょ
う
（
写

真
１
）。 

①
尻
尾
が
目
に
入
ら
な
い
よ
う
、
つ
ば
付

き
の
帽
子
を
か
ぶ
る 

②
牛
に
踏
ま
れ
て
も
軽
傷
で
済
む
よ
う
、

安
全
長
靴
を
着
用
す
る 

③
驚
い
た
牛
に
蹴
ら
れ
な
い
よ
う
、
近
づ

く
前
に
合
図
す
る
（
声
か
け
） 

④
牛
が
安
心
す
る
た
め
体
は
な
る
べ
く
近

づ
け
る
、
搾
乳
中
も
触
れ
続
け
る
と
良
い 

⑤
牛
が
急
に
動
い
た
と
き
逃
げ
ら
れ
る
よ

う
、
膝
を
立
て
た
姿
勢
で
作
業
す
る 

２ 

パ
ー
ラ
ー
施
設
に
け
る
搾
乳
作
業
に

つ
い
て 

（
１
）
パ
ー
ラ
ー
施
設
で
は
「
乳
頭
清
拭
の

際
に
顔
を
近
づ
け
て
作
業
し
、
牛
に
顔
を

蹴
ら
れ
た
。」、「
牛
追
い
の
際
、
牛
と
牛
・

パ
イ
プ
と
牛
に
挟
ま
れ
て
骨
折
し
た
。」
な

ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
牛
の
行

動
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
研
修
開
始

時
は
施
設
の
特
徴
と
安
全
装
置
の
意
味
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。 

【
搾
乳
作
業
】 

①
バ
ー
よ
り
前
に
顔
を
出
さ
な
い
（
腕
を

伸
ば
し
て
作
業
す
る
）（
写
真
２
）。 

②
牛
を
追
う
際
は
大
声
を
出
さ
な
い
。 

③
牛
が
急
に
動
く
可
能
性
を
伝
え
る
。 

④
（
待
機
場
な
ど
）
安
全
な
場
所
と
危
険
が

あ
る
場
所
を
説
明
す
る
（
写
真
３
）。 

  

           
 

事
故
の
リ
ス
ク
は
日
常
作
業
に
潜
ん
で

お
り
、
急
い
で
作
業
を
し
て
い
る
時
、
暑
さ

で
注
意
力
が
低
下
し
て
い
る
時
、
作
業
メ

ン
バ
ー
が
交
代
し
た
時
な
ど
の
要
因
が
重

な
り
、
事
故
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃

か
ら
余
裕
を
も
っ
て
作
業
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 
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（
頭
）

（
人
）

外国人技能実習生の
受け入れ人数（十
勝）(北海道経済部
労働政策局）

酪農家1戸当たりの
経産牛頭数（十勝畜
産統計）

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
し
、
農
作
業
事
故
を
予
防
し

ま
し
ょ
う 

図１ 十勝管内の農業に携わる外国人技能実習生の受け入れ人数および酪農

家１戸当たりの経産牛頭数の推移 

121％ 

２２１％ 

100％ 

④④  作作業業中中はは牛牛にに触触れれるる  

写真１ つなぎ牛舎における搾乳作業の基本姿勢 

写真２ パーラー施設における搾乳作業の基本姿勢 

腕を伸ばして作業する のぞき込んで作業する 

軽傷 重傷 

写真３ 待機場での逃げ道 

柵は潜りやすい高さに設計（パーラー出入り口） 

マンパスの設置場所を伝える

（待機場） 

安全なエリア 

危険なエリア 

100％ 

※「農業」には酪農以外も含まれます。 
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
６
回 

７
／
27

★
報
告
事
項

１　

令
和
３
年
度
国
産
チ
ー
ズ
奨

励
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

て

２　

令
和
４
年
度
酪
農
経
営
災
害

緊
急
支
援
対
策
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

３　

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

第
２
回
全
体
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

４　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

５　

令
和
４
年
産
畑
作
物
作
付
面

積
調
査
結
果
に
つ
い
て

６　

要
改
善
Ｊ
Ａ
要
綱
・
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
経

営
管
理
資
料
」
の
う
ち
全
中

お
よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る

事
項
の
報
告
に
つ
い
て

７　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
定
期
確
認
に
つ
い
て

８　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

９　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

10　

第
１
四
半
期
監
事
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

11　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

12　

連
合
会
等
の
決
算
状
況
に
つ

い
て

13　

内
部
管
理
態
勢
に
か
か
る
指

導
要
綱
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本

方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
の
報

告
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

令
和
４
年
産
全
道
共
計

販
売
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

理
事
に
対
す
る
組
合
員

勘
定
取
引
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

出
資
の
減
口
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認
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10,164

9,804

10,127
10,001

9,170

10,254

10,481

10,134 10,153

9,765

9,952

10,406
10,327

9,97010,048

9,707

令和４年度７月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2021年度）

生産乳量（2022年度）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2021年度

2022年度

（ ）書きは前年度単価

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000

400,000

350,000
3/3 3/17 4/6 4/21 5/11 5/26 6/9 7/21 8/25 9/7 9/22 10/5 10/20 11/2 11/24 12/15 1/12 2/2 2/21

(934,887)(934,887) (730,881)(730,881) (711,370)(711,370) (616,157)(616,157) (739,322)(739,322) (589,050)(589,050) (355,667)(355,667) (617,145)(617,145) (562,525)(562,525)
(793,144)(793,144) (901,426)(901,426) (907,751)(907,751) (740,785)(740,785) (648,256)(648,256) (628,176)(628,176) (646,406)(646,406) (563,032)(563,032) (604,450)(604,450) (645,150)(645,150)

（円）
大　　樹

648,175648,175

600,804600,804

613,107613,107

579,543579,543

543,867543,867

477,675477,675

568,202568,202

522,500522,500

肉用牛（黒毛和種）

2022年度去勢

2022年度雌

2021年度去勢

2021年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/141/1712/711/810/129/138/177/126/155/164/123/9

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

796,258796,258
804,878804,878

760,650760,650

687,766687,766

775,552775,552

627,804627,804

802,349802,349

634,948634,948

691,324691,324

699,170699,170
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

９
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

８
月
号
の
応
募
者
は
13
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

８月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ア ワ オ ド リ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
豊
里
）
佐　

藤　

ア
イ
子
さ
ん

（
豊
里
）
藤　

内　

隆　

弘
さ
ん

（
振
別
）
瀬　

川　

勝　

子
さ
ん

（
鏡
町
）
今　

村　

佳　

子
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙　

橋　

美
知
代
さ
ん

（
下
大
樹

）
三　

木　

日
向
花
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

歩
さ
ん

（
萠
和
）
戸　

田　

繁　

樹
さ
ん

（
萠
和
）
川　

原　

和　

夫
さ
ん

（
美
成
）
小　

島　
　
　

唯
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
令
和
４
年
９
月
23
日
は

の
日
。
国
民

の
祝
日
で
す

⑤
秋
は
稲
や
栗
、
ブ
ド
ウ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

作
物
が

を
迎
え
る
季
節
で
す

⑦
竹
や
梅
と
並
ん
で
め
で
た
い
植
物

⑧
幸
水
や
豊
水
が
広
く
作
ら
れ
て
い
ま
す

⑨
『
赤
ず
き
ん
』
で
は
お
ば
あ
さ
ん
に
化
け

ま
し
た

⑪
節
約
の
た
め
に

簿
を
付
け
始
め
た

⑫
楽
団
の
前
で
タ
ク
ト
を
振
り
ま
す

⑭
お
彼
岸
に
は
掃
除
に
行
っ
て
手
を
合
わ
せ

る
人
が
増
え
ま
す

⑮
ピ
ン
チ
な
ん
で
す
！

⑯
長
く
続
け
る
と
足
が
し
び
れ
る
こ
と
も

⑰

コ
ー
ヒ
ー
、

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
女
郎
花
と
書
く
秋
の
七
草
。
同
じ

科

の
植
物
に
オ
ト
コ
エ
シ
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す

②
頭
隠
し
て

隠
さ
ず

③
す
い
っ
ち
ょ
ん
と
鳴
く
虫

④
イ
ン
フ
レ
の
と
き
に
上
が
り
ま
す

⑥
贈
答
品
に
付
け
ま
す

⑨
風
が
吹
く
と
も
う
か
る
か
も

⑩
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
代
表
作
『
真
珠
の

の
少
女
』

⑪
店
の
中
に
他
の
客
は
い
ま
せ
ん

⑬
薬
の

は
徐
々
に
表
れ
た

⑭
紙
を
燃
や
す
と
残
り
ま
す

⑯
10
を
３
回
掛
け
合
わ
せ
る
と
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

下大樹

三木日向花さん (６歳 )

下大樹

　佐々木弘子さん

鏡　町

二獣一砕さん (21歳)


